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平 成 ２ ５ 年 度 学 力 向 上 課 題 解 決 プ ラ ン
羽 生 市 立 西 中 学 校

本 校 の 現 状
〔 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 、 埼 玉 県 学 習 状 況 調 査 、 教 育 に 関 す る ３ つ の 達 成 目 標 効 果 の 検 証 等 分 析 〕

国 語 ・ 3 つ の 達 成 目 標 で は 、 例 示 の 効 果 を 考 え て 内 容 を 理 解 す る こ と が 課 題 で あ る 。
・「 話 す こ と ・ 聞 く こ と 」 の 正 答 率 が 高 い 。
・「 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 」 と 「 書 く 」 こ と が 課 題 で あ る 。
・ 文 章 の 表 現 の 特 徴 を 捉 え 目 的 に 応 じ た 必 要 な 情 報 を 読 み 取 る こ と 。 伝 え た い 事

柄 を 明 確 に し て 書 く こ と 。 語 句 の 意 味 を 理 解 し 、 文 脈 の 中 で 適 切 に 使 う こ と 等
が 苦 手 で あ る 。

社 会 ・ 歴 史 的 分 野 よ り も 地 理 的 分 野 の 方 が 正 答 率 が 高 い 。
・ 社 会 的 事 象 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 や 社 会 的 な 思 考 ･判 断 ･表 現 力 が 優 れ て い る 。
・ 資 料 活 用 の 技 能 が 他 の 観 点 と 比 べ て 低 い 傾 向 に あ る 。
・ 緯 度 、 経 度 の 理 解 や 平 安 京 、 琉 球 の 位 置 に 関 す る 知 識 が 身 に つ い て い な い 。

数 学 ・ 数 学 へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 が 高 く 、 図 形 の 正 答 率 が 高 い 。
・ 数 学 的 な 技 能 の 無 解 答 率 が 高 い 。
・「 数 量 」 や 「 図 形 」 な ど の 知 識 ・ 理 解 の 正 答 率 が 高 い 。
・ ３ つ の 達 成 目 標 「 計 算 」 で は 、 連 立 方 程 式 の 解 答 率 が 低 い 。
・「 関 数 」 分 野 の 座 標 、 式 を 求 め る こ と に 課 題 が あ る 。

理 科 ・ 1 分 野 2 分 野 と も 、 す べ て の 観 点 に お い て 優 れ て い る 。
・ 観 点 の 中 で は 、 他 の 観 点 と 比 較 し て 科 学 的 な 思 考 ・ 表 現 が や や 低 い 。
・ 全 体 的 に 理 科 の 学 力 が 高 い 。
・ 植 物 の 葉 の は た ら き と 水 溶 液 の 小 単 元 の 理 解 に 課 題 が あ る 。

英 語 ・「 聞 く こ と 」「 書 く こ と 」 の 能 力 に 優 れ て い る 。 観 点 で は 「 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 」 が 優 れ て い る 。

・「 読 む こ と 」 と 「 外 国 語 理 解 の 能 力 」 が 他 の 観 点 と 比 べ て や や 低 い 。
・ 全 体 的 に 英 語 の 学 力 が 高 い が 、 書 い て 表 現 す る 力 に 課 題 が あ る 。

改 善 の 基 本 方 針
① 授 業 の 改 善 （ わ か る ・ で き る 授 業 の 展 開 ）
② 各 教 科 に お け る 「 言 語 活 動 の 充 実 」
③ 基 礎 ・ 基 本 の 徹 底
④ ｢生 き る 力 」 を 身 に つ け る 道 徳 教 育 の 充 実
⑤ 家 庭 学 習 の 定 着

具 体 的 改 善 策 → 学 力 向 上 部 を 設 置 し て 組 織 的 に 対 応 す る
① ～ ③ に つ い て
○ 「 わ か る ・ で き る 」 授 業 展 開 の た め の 教 科 会 の 充 実 。（ 月 １ 回 以 上 ）
○ 学 習 指 導 案 に は 「 言 語 活 動 の 充 実 」「 学 習 指 導 の 工 夫 」 を 盛 り 込 み 、 各 教 科 の 思

考 ・ 判 断 ・ 表 現 力 を 向 上 さ せ る 。
○ 授 業 で は 体 験 的 ・ 課 題 解 決 的 な 学 習 を 取 り 入 れ 、 学 び 合 い ・ 高 め 合 う 場 面 を つ く る 。
○ 長 期 休 業 中 の 「 の べ ３ ０ 日 の 補 充 学 習 」 を 全 職 員 で 実 施 す る 。
○ 少 人 数 指 導 で は 、 授 業 ご と に 情 報 交 換 ・ 意 見 交 換 を 行 う 。
○ 「 大 学 生 に よ る 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア 」 を 積 極 的 に 活 用 し 、 個 別 の 支 援 を 行 う 。
○ 学 力 向 上 の 視 点 で ３ 年 間 を 見 通 し た 全 体 計 画 、 年 間 指 導 計 画 を 整 備 し 、 随 時 見 直 し

を 図 り 改 善 し て い く 。
○ 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 を 図 り 、 興 味 ・ 関 心 を 高 め る ワ ー ク シ ー ト 類 の 教 材 開 発 を す る 。
○ 教 科 の 観 点 を 意 識 し た 小 テ ス ト 、 単 元 テ ス ト を 定 期 的 に 実 施 す る 。
○ 学 習 に つ ま ず い て い る 生 徒 に 対 し て 補 充 学 習 を 行 う 。
○ 校 区 の 小 学 校 に 出 向 き 、 勉 強 を 教 え る 中 学 生 学 習 ボ ラ ン テ ィ ア を 実 施 す る 。
○ 英 語 の 教 科 会 を 時 間 割 の 中 で 週 １ 回 確 保 し 、 英 語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 向 上 の

た め に 、 Ａ Ｌ Ｔ と の 効 果 的 な 授 業 に つ い て 随 時 検 討 し て い く 。
○ ワ ー ク シ ョ ッ プ 型 の 研 修 、 ２ １ 世 紀 型 ス キ ル の 導 入

④ に つ い て
○ 「 生 き る 力 」 を 身 に つ け る た め に 、 道 徳 教 育 を 校 内 研 修 の 柱 と す る 。
○ 心 に 響 く 道 徳 の 授 業 を 展 開 す る た め に 、 一 人 一 研 究 授 業 を 展 開 す る 。
○ 規 範 意 識 や 自 立 ・ 自 律 す る 力 を 身 に つ け る た め に 立 腰 教 育 、 あ い さ つ 等 の 礼 儀 を 重

ん じ る 教 育 を 展 開 す る 。（ 西 中 ３ つ の 礎 の 定 着 ） → 望 ま し い 学 習 集 団 づ く り

⑤ に つ い て
○ 小 学 校 で 身 に つ け た 家 庭 学 習 の 習 慣 を 継 続 さ せ る 。 学 習 に つ ま ず い て い る 生 徒 に つ

い て は 個 別 指 導 を す る 。
○ 学 習 意 欲 の 向 上 、 家 庭 学 習 の 定 着 の た め 学 力 向 上 通 信 を 発 行 し 、 保 護 者 及 び 生 徒

に 啓 発 す る 。
○ 定 期 テ ス ト 時 に 学 習 計 画 表 を 活 用 し 、 学 習 習 慣 の 定 着 を 図 る 。
○ 提 出 物 を 出 せ な い 生 徒 に 個 別 支 援 を し 、 提 出 率 100 ％ を 目 指 す 。

各 教 科 の 具 体 的 な 改 善 策 及 び 目 標 （ 別 掲 ）
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（ 別 掲 ） 各 教 科 の 具 体 的 な 改 善 策 及 び 目 標

○ 国 語
・ 各 単 元 ・ 教 材 に お い て の 導 入 ・ 発 問 ・ 板 書 計 画 に 工 夫 を 凝 ら す 。
・ 漢 字 や 語 句 の 意 味 を し っ か り と 押 さ え た 上 で 、 じ っ く り 文 章 を 読 ま せ 、 感 想 を も た

せ る 。
・ 教 科 書 に 掲 載 さ れ て い る 古 典 作 品 の 冒 頭 文 を 暗 唱 さ せ る 。
・「 読 む 力 」 を 身 に つ け る た め 、 音 読 を 繰 り 返 し 、 文 章 構 成 を 正 確 に 理 解 さ せ る と と

も に さ ま ざ ま な 表 現 の 方 法 を 体 験 さ せ る 。
・「 書 く 力 」 を 身 に つ け る た め に 、 分 量 や 組 み 立 て の 条 件 を 明 確 に し た 上 で 、 ｢ 書 く ｣

授 業 を 展 開 し 、「 話 す 」 に 結 び つ け る 。

感 想 文 （ 初 発 と ま と め ） を 通 し て 、 自 分 の 思 い や 考 え を 文 字 に し て 、 発 表 し 評 価 す る 。
発 問 を 工 夫 し 、 時 間 を か け 、 ノ ー ト や ワ ー ク シ ー ト に 自 分 の 考 え を 書 か せ た 上 で 発 言 に
つ な げ る 。 説 明 的 文 章 に お い て の 要 約 文 の ま と め 方 （ ５ Ｗ １ Ｈ ・ 字 数 制 限 ） や 、 文 学 的
文 章 に お い て 主 題 に 迫 る 学 習 活 動 を 工 夫 す る 。
○ 社 会
・ 地 理 的 分 野 で は 地 理 的 な 座 標 と な る 基 礎 を 理 解 さ せ る た め に 国 、 都 道 府 県 の 位 置 や

名 称 、 特 色 な ど の 小 テ ス ト を 行 い 、 全 員 合 格 す る ま で 粘 り 強 く 指 導 す る 。
・ 歴 史 的 分 野 で は 、 古 墳 時 代 、 平 安 時 代 、 鎌 倉 時 代 の 代 表 的 な 文 化 財 の 理 解 を 高 め る

た め に 、 各 時 代 の 文 化 の 特 色 流 れ を 理 解 し や す い よ う に 、 文 化 史 と し て 復 習 を す る 。
・ 現 代 の 社 会 的 事 象 に 関 心 を 持 ち 、 授 業 と つ な が り を 持 っ て 考 え る こ と が で き る よ う

に 、 新 聞 等 の 資 料 を 生 徒 の 発 達 に 応 じ て 授 業 に 取 り 入 れ る 。
・ 全 体 と し て 苦 手 な ｢地 形 図 の 読 み 取 り ｣ ｢時 差 ｣等 の 補 習 を 行 い 弱 点 を 克 服 さ せ る 。

課 題 と な っ た 単 元 を 復 習 す る 。 特 に 「 自 然 と 人 々 の 生 活 」 や 「 調 査 の 方 法 へ の 理 解 」 等
を 重 点 的 に 授 業 で 扱 う 。 地 理 的 内 容 の 知 識 ・ 理 解 を 定 着 さ せ る た め 反 復 学 習 を 重 点 的 に
行 う 。

○ 数 学
・ 数 式 で は 基 礎 的 な 計 算 （ 特 に 文 字 式 ） を 反 復 学 習 さ せ る 。（ 小 テ ス ト の 活 用 ） 関 数

で は 表 か ら 式 、 式 か ら グ ラ フ 、 グ ラ フ か ら 式 の 定 着 を 図 る た め に 補 習 等 を 行 う 。
・ 数 量 や 図 形 な ど に 関 す る 基 礎 的 な 概 念 や 原 理 法 則 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 数 学 的 な

表 現 や 処 理 の 仕 方 を 習 得 さ せ る 授 業 を 引 き 続 き 展 開 す る 。
・ 数 学 的 な 見 方 ・ 考 え 方 の 良 さ ・ 楽 し さ を 体 感 し 、 そ れ ら を 活 用 し 、 考 え ・ 判 断 す る

力 を 育 て る 。
・ 長 期 休 業 中 の ｢補 充 学 習 ｣を 弱 点 を 克 服 で き る よ う 単 元 別 の コ ー ス 制 で 実 施 す る 。
・ 少 人 数 指 導 を 生 か し 、 個 に 応 じ た 支 援 を 行 う 。

関 数 分 野 の 指 導 で は 、「 表 ⇔ 式 ⇔ グ ラ フ 」 そ れ ぞ れ の 関 連 と 双 方 向 の 表 現 の 定 着 を さ せ
る た め 、 補 習 や 授 業 の 中 で 意 図 的 に 取 り 入 れ た 指 導 を す る 。
○ 理 科
・ 家 庭 学 習 用 の プ リ ン ト や 長 期 休 業 中 の 宿 題 に よ っ て 、 基 礎 的 基 本 的 な 知 識 の 定 着 を

図 る 。
・ 科 学 的 事 象 に つ い て 実 生 活 に 結 び つ け た 授 業 を 展 開 し 、 科 学 的 思 考 力 を 向 上 さ せ る 。
・ 実 験 や 観 察 の 際 、 根 拠 を 明 確 に し 予 想 を 立 て ら れ る 。
・ レ ポ ー ト 作 成 の 機 会 を 増 や し 、 生 徒 の 考 察 及 び 表 現 に 対 し て の 評 価 規 準 を 明 確 に し 、

具 体 的 な ア ド バ イ ス と と も に 評 価 を 重 ね る 。
・ 実 験 等 ね ら い を 明 確 に し け じ め を つ け た 授 業 を 展 開 し 、 授 業 規 律 を 確 立 す る 。

植 物 の 葉 の は た ら き と 水 溶 液 の 小 単 元 の 理 解 が 定 着 し て い な い の で 、 現 在 の 1 年 生 は 担
当 教 員 が 重 点 的 に 学 習 指 導 を 行 う 。 2 年 生 に は 、 長 期 休 業 中 の 宿 題 と し て 復 習 を さ せ る 。
関 連 が あ る 単 元 の 授 業 で 復 習 を 取 り 入 れ る 。

○ 英 語
・「 聞 く こ と 」「 話 す こ と 」「 読 む こ と 」「 書 く こ と 」 の ４ 領 域 の 指 導 を 徹 底 す る と と
も に 、 統 合 的 に 活 用 で き る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 育 成 す る 。

・ 英 語 の 目 標 を 明 確 に 把 握 す る 。 そ の 際 、 Ａ Ｌ Ｔ 及 び 少 人 数 指 導 を 効 果 的 に 活 用 す る 。
・ 授 業 で 基 本 的 な 対 話 文 等 の Ｉ ｎ ｐ ｕ ｔ 活 動 を 取 り 入 れ て い く 。
① 初 歩 的 な 英 語 を 聞 い て 話 し 手 の 意 向 を 理 解 す る 。
② 初 歩 的 な 英 語 を 用 い て 自 分 の 考 え を 話 す 。
③ 英 語 を 読 む こ と に 慣 れ 親 し み 、 初 歩 的 な 英 語 を 読 ん で 書 き 手 の 意 向 を 理 解 す る 。
④ 英 語 を 書 く こ と に 慣 れ 親 し み 、 初 歩 的 な 英 語 を 用 い て 自 分 の 考 え を 書 く 。

・ 長 期 休 業 中 の ｢補 充 学 習 ｣で 弱 点 を 克 服 で き る よ う 単 元 別 の コ ー ス 制 で 実 施 す る 。
「 英 語 を 聞 き 、 声 に 出 し 、 黙 読 し て 、 理 解 を 深 め て か ら 書 く 」 と い う ス テ ッ プ に 移 る 。
基 本 文 を 口 頭 で 言 え る よ う に 練 習 し た あ と で 、 繰 り 返 し 書 い て 対 話 で き る よ う な 基 礎 的
な 表 現 を 覚 え さ せ る 。

本 年 度 の 重 点 目 標
家 庭 学 習 の 定 着 → 各 学 年 の 取 組 で 生 徒 ア ン ケ ー ト で 「 家 庭 学 習 を し て い る 生 徒 」 を 8 0 ％
以 上 に す る 。“ で き な く て 叱 る ” 指 導 か ら “ や ら せ き っ て ほ め る ” 指 導 へ の 転 換 を 図 る 。
宿 題 な ど の 提 出 率 100 ％ を 目 指 す 。 学 習 に つ ま ず い て い る 生 徒 、 自 信 を 失 っ て い る 生 徒
へ の 支 援 ・ 補 充 学 習 を 充 実 さ せ る 。
授 業 力 の 向 上 → 授 業 に 体 験 的 ・ 課 題 解 決 的 な 学 習 、 学 び 合 い ・ 高 め 合 う 場 面 を 設 定 し 、
「 分 か り や す く 工 夫 さ れ た 授 業 」 を 生 徒 ア ン ケ ー ト で 8 0％ 以 上 に す る 。


